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                                          令和７年６月１７日 
                                  №２２２ 
                                 東京都公立小学校副校長会 
                                                     E-mail： tosyoo@tosyoo.jp 

                                URL http://www.tosyoofuku.com 

 

  子供たちの希望のために、都小副校長会が果たす使命 

 会長 紅谷 昌元 

 

   若葉の緑がまぶしく、初夏の風が爽やかに感じられる季節となりました。令和７年５月 13日に開

催されました定期総会において、昨年度に引き続き、東京都公立小学校副校長会 会長を拝命いたしま

した、小金井市立小金井第二小学校 副校長の紅谷昌元です。 

 まずは、本会の運営を支えてこられた歴代役員の皆様のご尽力に、

心より敬意と感謝を申し上げます。その志をしっかりと受け継ぎ、会

のさらなる発展に努めてまいる所存です。 

 さて、東京都では現在、「誰一人取り残さず、すべての子供が将来へ

の希望を持って自ら伸び、育つ教育」の実現を目指し、第５次東京都

教育ビジョンが推進されています。この大きな変革の時代にあって、

私たち副校長には、教育とマネジメントの両面から現場を支え、この

ビジョンを学校で具体化していく中核的な役割が求められています。 

 なかでも重要なのは、日々の実践を通じて、子供たち一人一人が安心して学び合える環境を整え、教

職員と連携しながら持続可能な学校づくりを進めていくことです。そして、その実現の鍵は、職能団体

としての副校長会がもつ「つながり」と「知の共有」にあると確信しております。 

 本会では、「要請」と「研究」の二本柱のもと、東京都全域の副校長の皆様が情報と課題を共有し、

互いに学び合い、支え合うことを重視しています。各地区や学校の取り組みをもち寄り、集団の力で現

場の課題に向き合っていけるネットワークの形成に引き続き取り組んでまいります。 

 副校長の職務は実に多岐にわたり、時に孤独や重圧を感じる場面もあるかと思います。そうした時

こそ、互いの経験をもち寄る場が大切です。本会では、毎月の幹事研修会を通じて、各地区の実践や工

夫を共有し、学校運営に生かせる実践的な知見や勇気を持ち帰っていただけるよう工夫を重ねていま

す。 

 特に、今年度第１回の幹事研修会では、八丈島からのご参加もあり、東京都の広域性とともに、副校

長間の強い結びつきを改めて実感しました。島しょ地区を含む各地区の代表の副校長が一堂に会する

意義は極めて大きく、今後もその絆をさらに深めてまいりたいと考えております。 

 本年度も、役員一同、東京都の子供たちの未来と、副校長の皆様の支えとなる活動を展開してまいり

ます。引き続き、本会の運営にご理解とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 
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東京都公立小学校副校長会 第１回幹事研修会 
令和７年６月５日(木) Pm3:00～4:30 

国立オリンピック記念青少年総合センターセンター棟４０９ 

司会（田代末実子）受付（中央区：松本匡宏） 

◇ 開会の言葉 

◇ 会長挨拶 

 

Ⅰ 連絡・報告事項  

 

１ 報告事項 

  １ ５月 ９日(金) 東京都公立小学校長会定期総会 紅谷会長 

 ２ ６月 １日(日) 東京都管理職員協議会（都管協）定期大会 紅谷会長 

３当面の予定 

（１）都教委挨拶（会長､副会長、事務局）６月に予定（日程未定） 

（２）東京都公立小学校長会事務局訪問（会長、副会長、事務局）６月に予定（日程未定） 

（３）６月４日(水)、５日(木) 関ブロ第１回役員会・理事会 茨城県水戸市 

紅谷会長、吉田事務局長 

（４）６月 ６日(金) 全国公立学校教頭会定期総会 

         ※代議員によるハイブリッド開催：紅谷会長、田代副会長 

事務局担当者会議 吉田事務局長 

（５）６月１０日(火) 会計担当者会 15:00～ 

国立オリンピック記念青少年総合センターセンター棟３０４ 

（６）６月２３日(月) 都管協連絡協議会 都管協事務局 紅谷会長、富岡要請部長 

（７）６月２６日(木) 第２回役員研修会 事務局 15:30～ ハイブリッド開催 

（８）７月 ３日(木) 第２回幹事研修会 15:00～ ハイブリッド開催            

国立オリンピック記念青少年総合センターセンター棟４０３ 

  (９) ７月 ４日(金) 第１回全国研究部長会 オンライン開催 苫米地研究部長 

(10) ７月２４日(木) 第５８回島しょ副校長連絡協議会 浜松町、島嶼会館 紅谷会長 

(11) ７月２５日(金) 第３回役員研修会 事務局 15:00～ 

(12) ７月３１日(木)～８月１日(金)全公教全国大会茨城大会(関ブロ茨城大会同時開催) 

 

2 確認事項について 

  １ 地区幹事一覧・地区会長一覧・地区会計一覧について………………………(別紙１) 

＊ 間違い・訂正等を確認……………訂正はメールで事務局までご連絡ください。 

＊ 訂正が全て終わりましたら、新たな名簿を全地区幹事宛にデータ送付いたします。 

  ２ 役員業務分担一覧…………………………………………………………………(別紙２) 

  ３ 年間行事予定………………………………………………………………………(別紙３) 

  ４ 幹事研修会での役割分担…………………………………………………………(別紙４) 

５ 幹事研修会情報提供地区および機関誌『東京の副校長』の「地区副校長会だより」 

  の割当について……………………………………………………………………(別紙５) 
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Ⅱ 協 議 事 項 

 １ 意見・情報交換（別紙資料参照） 

(1) 文京区 

(2) 八王子市 

２ 各専門部よりの報告・提案 

 《 総 務 部 より 》 

  (1) 令和７年度都小定期総会報告 

 ・ ４月に「総会要項」を全会員に配布。参加者２５１名の過半数以上の承認を得て、 

議案及び新役員が可決されました。令和７年度活動方針、研究主題等再確認をお願い 

します。※総会要項及び HPにて確認してください。 

 

 《 研 究 部 より 》 

  (1) 全国研究大会茨城大会について…７月３１日(水)、８月１日(木) 

※参集、オンライン参加各地区・各自で申し込み済。 

  (2) 関ブロ大会について･･･････････ ※全国大会茨城大会と同時開催 

 

 《 広 報 部 より 》 

  (1) 機関誌『東京の副校長』１７０号について 

    ＊ 「地区副校長会だより」執筆地区（世田谷区、荒川区、東久留米市、福生市） 

      該当地区には、原稿作成案内をメール送付済………期限：６月２０日(金) 

    ＊ 『１７０号』に掲載の「会員名簿」原稿の確認をお願いします。 

      各地区には掲載部分を後日メール添付いたします。 

      訂正は、メールで事務局までご連絡ください。 提出期限：６月１６日(月)  

           ◎締切迄に連絡がない場合は「訂正無し」で処理させていただきますので、その 

まま１７０号に掲載されます。 

  (2) 「全国公立学校教頭会の調査」について 

※ 例年通り実施します。   ６月９日（月）開始、７月４日（金）〆切です。 

※ 回答は全て WEB です。「個人調査について」の文書を全会員に配布願います。  

……………………………(別紙６) 

《 厚 生 部 より 》 

  (1) 病休・休職者への見舞金について 

・１週間以上休んだ副校長が病休見舞金の対象となります。 ･････････････(別紙７) 

・該当者がいる場合、すみやかに事務局へ連絡してください。また、引き続き休職と 

なった場合には、改めて見舞金を支給しますので、その場合にもご連絡ください。  

傷病療養見舞金請求書用紙は HP に掲載、プリントアウトしてご使用ください。 

 

 《 会 計 部 より 》 

 (1) 令和７年度の諸会費の納入について  

＊ 会計担当者会 ６月１０日(火)午後３時００分 ～ 午後４時３０ 

      国立オリンピック記念青少年総合センターセンター棟３０４ 
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＊ 納入金内訳 

都小関係：会費(負担金)14,000 円 厚生部費 2,000 円 運営資金 2,000 円 

      全国関係：会費(負担金) 4,000 円 運営活動資金 5,000 円 

      注：１．運営資金(都小)・運営活動資金(全国)は、新会員(昇任者)のみです。 

昨年度の途中昇任者は、本年度の納入になります。 

  (2) 関ブロ大会参加費の納入について…………………………………………………(別紙８) 

 

 ３．その他 研修会の最後に会場にて小グループで情報交換を行います。Zoomではブレーク 

      アウトルームにて情報交換をします。今回の内容は、都への要請内容について、 

各地区の状況を話し合いたいと考えています。 

今回の話題：副校長として困っていること、学校として困っていること、それら 

に対しての対応策・改善案 

Ⅲ そ の 他 

(１)事務局への連絡は、メールを基本にしてください。資料等の送付もメール添付でお願 

  いします。FAXで資料を送付する際に、送付元がわかれば鏡文の必要はありません。 

(２)事務局への報告、各種申し込み等の期限を厳守してください。 

(３)都小副校長会のホームページも参照してください。様々な最新情報をお届けしています。 

  ※検索エンジンにて、「都小副校長会」で検索可能 

 

※別紙内容については、各地区幹事にご確認ください。 

※幹事研修会当日は、参集３０名、Zoomによるオンライン参加が２０名でした。地区幹事は島しょも 

含めて５６名ですので、参加割合が関心の高さを感じさせました。会長の巻頭言にもありますよう 

に、当日は、八丈島地区幹事の照井副校長先生が、第１回目なのでということで、オリンピックセ 

ンターまでおいでくださいました。本当にありがとうございました。実際に、最後の他地区との情報 

交換は勉強になったと喜んでおられました。 

※都内では、陸続きであっても幹事研修会会場に来るのに２時間以上もかかる地域もございます。 

可能であれば、参集いただきたいのですが、Zoomによるオンライン参加の方法も毎回選択でき 

ます。その都度都合の良い方法をお選びいただき、幹事研修会に参加していただければと思い 

ます。 

※当日は、報告案件が多く、時間的におしてしまいました。通常、少人数グループの情報交換の後 

  に話し合いの内容を発表していただき、情報を共有するのですが、時間が取れませんでした。各 

グループからはメモを書いていただきました。また、ブレークアウトルームでは２０人を４つの部屋 

に自動配当いたしましたが、校務の関係で席を離れてしまう参加者もおられましたので、予定通り 

には行きませんでした。 

※Zoomによるオンライン参加について、不具合などありましたらお知らせください。また、オンライン 

に関して要望やご意見などありましたら、お寄せください。 

 

《次回､幹事研修会は、７月３日(木) 午後３：００～４：３０ 国立オリンピック記念青少年総合 

センターセンター棟４０３、受付：新宿区（渡邊昌之）情報提供担当地区：足立区、稲城市》 

 


